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ああεo

パイプオルガン奏者の

さ

か

い

酒
井

た
　
か
　
し

多
賀
志
氏

日
本
を
代
表
す
る
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
奏
者
。
奄
美

の
島
唄
と
出
合

っ
て
十

年
、
奄
美
ツ
ア
ー
を
始
め

て
五
年
目
に
な
る
。
今
回

は
二
十
四
日
の
沖
永
良
部

を
皮
切
り
に

徳
之
島
、
奄

美
大
島
で
演

奏
会
を
開
催
す
る
。
絵
本

朗
読
や
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏

者
、
地
元
唄
者
と
の
共
演

な
ど
楽
し
み
な
企
画
が
盛

〓り
だ
く
さ
ん
だ
。
「奄
美

の
島
唄
は
本
土
の
民
謡
と

は
違
う
。
唄
者
に
よ
つ
て

歌
い
方
が
違
う
し
、
今
も

発
展
し
続
け
て
い
る
こ
と

が
魅
力
だ
」
。

島
瞑
と
の
出

合
い
は
九

二

年
。
奄
美
を
代

表
す
る
坪
山
豊
さ
ん
と
の

共
演
だ

っ
た
。
「パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
の
歴
史
は
古

い
。
島
唄
は
十
七
、
十
八

世
紀
の
音
楽
と
マ
ツ
チ
す

る
」と
言
う
の
だ
。
年
々
、

島
唄
や
島
々
と
の
接
点
が

広
が
り
、
共
演
す
る
曲
が

増
え
た
。

九
五
年
に
初
め
て
奄
美

で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

た
。
「島
々
を
巡
り
た
い
」

思
い
が
募
っ
た
が
、
専
門

の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は

ホ
ー
ル
に
備
え
付
け
る
巨

大
な
楽
器
。

持
ち
運
び
は

で
き
な
い
。
そ
こ
で
考
え

た
。
九
八
年
に
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
の
音
を
記
憶
さ
せ

た
デ
ジ
タ
ル

・
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
オ
ル
ガ
ン
を
特

注
し
、
同
時
に
車
の
運
転

免
許
も
取
得
し
た
。
恒
例

と
な
っ
た
出
前
コ
ン
サ
ー

卜
は
こ
う

し
て
実
現

し
た
。

今
回
の
ツ
ア
ー
で
新
し

い
出
合
い
が
い
く
つ
か
あ

る
。
知
名
町
で
は
絵
本
朗

読
と
の
共
演
。
絵
本

「海

の
道
む
ん
が
た
い

（物

語
）」
は

一
世
紀
前
、
同

町
で
起
こ
っ
た
外
国
船
遭

難
に
伴
う
国
際
交
流
を

テ
ー
マ
に
し
た
。
酒
井
さ

い
う
。

名
瀬
市
で
は
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
奏
者
の
吉
田
亜

弓
さ
ん
と
の
シ
ョ
イ
ン
ト

コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
り
、
そ

の
た
め
の
曲
も
用
意
し

た
。酒

井
さ
ん
の
奄
美
コ
ン

サ
ー
ト
は
い
つ
も
島
瞑
の

新
し
い
魅
力
を
引
き
出
し

て
く
れ
る
。
今
回
も
楽
し

み
だ
。
（久
岡
　
学
）

地
元
唄
者
と
共
演
も

ン 科 修 了 。 在 学 中 に 万 国 博
オ ル ガ ン コ ン ク ー ル で 最 高
位こjk聾そし アこ。 8“平か ら ↓よ 日

の 風 土 に 根 差 し た 創 作
始 め 、 代 表 作 「流 離 (S

ASURAI)」 は CD化 さ
れ た 。 従 来 の オ ル ガ ン 概
を 超 え る 多 彩 で エ ネ ル ギ ッ
シ ュ な 活 動 が 注 目 を 集 め て
い る 。 東 京 純 心 女 子 大 学 教
おそ。 54涛琵|。

大 学 オ ノ

●

五
十
歳
に
な

っ
た
今
年
、　
一
念

発
起
し
て
自
動
車
免
許
取
得
に
挑

ん
だ
。
大
学
の
教
え
子
ら
か
ら
は

だ
い
ぶ
冷
や
か
さ
れ
た
そ
う
だ
が

「
四
段
階
の
試
験
を
す
べ
て

一
回

で
パ
ス
」
、
見
事
に
免
許
を
手
に

し
た
。
そ
れ
か
ら
わ
ず
か

一
カ
月

後
の
八
月
下
旬
、
初
心
者

マ
ー
ク

を
付
け
た
真
新
し
い
軽
ワ
ゴ
ン
の

ハ
ン
ド
ル
を
握
り
、
奄
美
大
島
に

演
奏
旅
行
に
や

っ
て
き
た
。

奄
美
で
の
演
奏
会
は
、

一
九
九

五
年
以
来
三
度
目
。
今
回
は
名
瀬

市
の
唄
者
坪
山
豊
さ
ん
全
（七
）と
二

週
間
を
か
け
、
島
内
八
カ
所
を
回

っ
た
。
車
に
積
め
る
よ
う
に
特
注

し
た
イ
タ
リ
ア
製
デ
ジ
タ
ル
コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
ー
オ
ル
ガ
ン
を
駆
使
し

て
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
古
典
作
品

の
ほ
か
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
、
坪

山
さ
ん
と
共
演
す
る
島
唄
を
披

露
、
各
地
の
聴
衆
を
魅
了
し
た
。

東
京
純
心
女
子
大
教
授
で
、
日

本
に
お
け
る
コ
ン
サ
ー
ト

・
オ
ル

ガ

ニ
ス
ト
の
パ
イ
オ

ニ
ア
。
古
典

作
品
の
演
奏
で
高
く
評
価
さ
れ
る

一
方
、
八

一
年
か
ら
は

「自
分
の

気
持
ち
を
表
現
し
た
い
」
と
オ
リ

ジ
ナ
ル
曲
も
手
掛
け
る
。
さ
ら
に

「
外
国
の
楽
器
と
し
て
の
オ
ル
ガ

ン
の
イ
メ
ー
ジ
を
壊
し
た
い
。
日

本
の
楽
器
と
結
び
付
く
こ
と
で
、

オ
ル
ガ
ン
を
日
本
の
楽
器
に
し
た

い
」
と
島
唄
、
尺
八
、
琴
な
ど
と

積
極
的
に
共
演
し
て
い
る
。

．
島
唄
と
共
演
す
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
演
奏
家

塞

示
出
身
。
八
三
年
、
島
唄
、

六
調
な
ど
の
調
査
で
徳
之
島
に
入

っ
た
妻
正
子
さ
ん

（湘
南
女
子
短

大
教
授
）
に
同
行
し
た
の
が
奄
美

と
の
出
合
い
。
九
〇
年
、
坪
山
さ

ん
と
知
り
合
い
、
島
唄
と
の
共
演

が
始
ま
る
。
「
初
め
て
音
を
合
わ

せ
た
と
き
か
ら
、
こ
れ
は
い
け
る

っ
て
感
じ
で
し
た
」
。
以
来
、
関

東
な
ど
の
演
奏
会
で
数
多
く
共

演
、
好
評
を
得
て
い
る
。

今
回
の
免
許
取
得
と
車
、
特
注

オ
ル
ガ
ン
の
購
入
は
、
大
学
の
休

み
に

「気
軽
に
全
国
を
演
奏
旅
行

に
回
る
た
め
」
。
た
だ
し
、
今
の

と
こ
ろ
、
も
っ
ば
ら
奄
美
通
い
を

続
け
る
予
定
だ
そ
う
で

「来
年
の

今
ご
ろ
、
ま
た
、
お
会
い
で
き
る

と
思
い
ま
す
」
。
東
京
都
八
王
子

市
片
倉
町
で
妻
、
娘
二
人
と
暮
ら

す
。

（
大
島
支
社

・
鈴
木
達
三
）
　

・

さ
か

い

酒
井

多
賀
志
さ
ん

た
　
か
　
し
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